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►
…
写
真
は
野
口
恵
子
二
段

（
左
）
と
小
林
安
治

l-

段
（
右
）
の
熱
戦

柔

剣

道

大

会

女
剣
士
も
参
加
し
熱
戦

一

位

小

針

一

郎

一

位

小

針

正

伊

―
一
位
小
針
義
信

一

位

野

口

庄

嗣

一

位

森

永

一
一
位
小
林
安
治

大
竹
長
一

鈴

木

光

男

小

山

田

仁

＿
般
有
段
者
の
部

一
位一位

-＿位

一

位

角

田

守

之

一

位

小

林

伸

夫

一
一
位
溝
井
保
清

一
般
無
段
者
の
部

一
般
有
段
者
の
部

一

位

小

林

芳

美

（

泉

中

）

一

位

関

根

武

（

ク

）

一
一
位
添
田
道
雄
（
ク
）

一
位一位

一一位一
般
無
段
者
の
部

鈴
木
誠
一
（
泉
中
）

溝

井

保

弘

（

ク

）

広
川
彰
仁
（
須
釜
中
）

（
二
年
生
）

合
一
年
生
）

一

位

小

林

正

道

（

泉

中

）

一

位

須

藤

悦

寛

（

ク

）

一
一
位
宗
形
文
一
（
須
釜
中
）

一
位
須
釜
泰
一
（
須
釜
中
）

一

位

大

野

正

弘

（

ク

）

一
一
位
小
林
正
雄
（
泉
中
）

（
二
年
生
）

（
三
年
生
）

一
位一位

二
位

小
林
政
徳
（
泉
中
）

佐
久
関
豊
美
（
ク
）

大

竹

進

（

）

ク

一
位
瀬
谷
房
之
（
須
釜
中
）

一

位

鈴

木

豊

彦

（

ク

）

―

一

位

湯

沢

正

（

泉

中

）

中
学
生
個
人
の
部

（
一
年
生
）

一

位

泉

中

A

二

位

泉

中

B

三
位
須
釜
中
B

四
位
須
釜
中
A

一
位
泉
中

A

二
位
須
釜
中
A

三
位
須
釜
中
B

四

位

泉

中

B

中
学
生
団
体
の
部

柔

道

中
学
生
団
体
の
部

中
学
生
個
人
の
部

（
一
年
生
）

剣

道

玉
川
村
公
民
館
主
催
の
第
一
1

回
玉
川
村
柔
剣
道
大
会
は
、

三
月
＝
一
日
泉
中
学
校
屋
体
を
会
場
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

大
会
に
は
、
た
だ
一
人
女
子
で
参
加
し
た
野
口
恵
子
さ
ん

（
剣
道
一
般
）
を
は
じ
め
中
学
生
六
七
名
、
一
般
一
―
-
＋
名
が

参
加
し
、
中
学
生
は
団
体
戦
と
学
年
ご
と
の
個
人
戦
、
一
般

は
無
段
者
、
有
段
者
と
に
分
れ
個
人
戦
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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月日 部落名 時 間 場 所 部落名 時 間 場 所

吉 午前9午問前 吉公民館 青四 井 沢辻 平稜丁～午時3後0分3時 四辻公民館,..._ 10時
3月25日

小山小半屋弓 午～前午前10時113時03分0分 山小屋ク 南（八叉須南宿釜） 午即9午時後 マ 須釜支所
"" 4時

JI! 辺 午前9午時前 川辺ク

柳南内ノ（蟹作田・須沢奥）・堂乎・釜荻ノ・

,.._, 11時

3月26日 岩法寺 午後 1時午後 岩法寺ク // // ........ 2時

竜崎 午後～曳2午時後こ30分4時 竜崎ク

蒜生
午前

玉川村役場 北須釜4時
3月27日 // /,, 

中 ~ // （東部地区）
' 

北（西部須地区釜） ｀ 3月28日 小高 // // // ・ク
.. 

:J-一一
ぶ

ら
、
保
検
証
を
＇
ロ
ベ

お
持
ち
に
な
っ
'
(
;
i

て
検
認
を
受
け

ら
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

検
認
を
受
け

な
い
保
検
証
は

四
月
一
日
か
ら

は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

叉
、
世
帯
員

に
異
動
（
転
入

・
転
出
・
会
社

な
ど
の
社
会
保

険
加
入
・
離
脱

の
と
き
な
ど
）

が

あ

る

と

き

は
、
本
庁
叉
は

支
所
へ
保
検
証

と
印
か
ん
を
お

持
ち
に
な
っ
て

早
急
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ

、0
し

九
万
六
千
円

月
額
九
百
円

会大棋将

賞

碁
人
囲
が

民寸

ら
木
んさ

．

川車
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年
三
月
三
十
一
日
ま
で

前
に
再
開
五
年
々
金
の
該
当
者

に
は
通
知
を
さ
し
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
加
入
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、
あ
な
た
だ
け
が
取

り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
明
る
＜
楽
し
い
老
後
を
お
送

り
た
い
も
の
で
す
。

尚
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
、
国

民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

、o
し

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
ま
だ
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
た
め
に

今
回
に
か
ぎ
り
、
加
入
で
き
る
よ

う
に
制
度
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

加
入
で
ぎ
る
人
明
治
一
二
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

他
の
年
金
制
度
の
被
保
険
者
で
な

い
者
、
叉
公
年
の
老
令
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
又

は
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
。

0

年

金

額

。

掛

金

三
月
三
十

五
年
間
（
昭
和
四

十
五
年
六
月

l
昭

和
五
十
年
五
月
）

昭
和
五
十
年
七
月

よ
り
（
満
六
十
五

才
以
上
の
方
）

0

申
込
締
切
日
は
昭
和
四
十
九

昭
和
四
十
七
年
度
に
国
土
調
査

を
実
施
し
た
大
字
北
須
釜
字
、
遠

舘
石
、
下
舘
石
、
仁
戸
内
、
白

坂
、
沢
目
木
、
五
舛
蒔
、
坂
ノ
F

村
公
民
館
で
去
る
二
月
十
日
行

な
わ
れ
た
、
村
民
囲
碁
将
棋
大
会

の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

三準優へ三準優＾
優 B 優 A
位勝勝級位勝勝級、、
鈴木須 双双車

木戸藤 里里田

利峰光 正政永

明男久 輝博男

奥
撫
、
鷹
待
場
、
大
字
山
小
苺
字

高
野
、
水
溜
、
水
内
、
坂
ノ
下
、

的
場
、
銅
屋
久
保
、
丸
内
田
、
地

内
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
の
閲
覧

国
土
調
査
事
業
（
地
籍
調
）

及
び
地
籍
簿
閲
覧
の
御
知
ら
せ の
地
籍
図

再
開
五
年
々
金
の
締
切
日
は

優

勝
準
優
勝

―
―
―
位

角

田

文

弥

小
針
千
代
之
助

久

保

木

徳

雄

囲
碁
の
部

将
棋
の
部

を
行
い
ま
す
の
で
土
地
所
有
者
及

管
理
者
は
自
分
の
土
地
に
つ
い
て

誤
り
等
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
め

て
下
さ
る
よ
う
御
願
い
し
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
三
月

九
日
か
ら
昭
和
四
十

九
年
三
月
二
十
日
ま

で
の
二
十
日
間
（
日

曜
祭
日
も
含
む
）

午
前
八
時
三
十
分
が

ら
午
後
五
時
ま
で
。

玉
川
村
役
場
須
釜
支

所

閲
覧
の
結
果
誤
り
等
が
あ
る
と

認
め
た
場
合
こ
の
期
間
に
限
り
、

村
長
に
対
し
て
訂
正
の
申
出
が
で

き
ま
す
。

申
請
書
の
用
紙
は
閲
覧
の
場
所

で
交
付
し
ま
す
。

閲
覧
に
御
出
に
な
る
場
合
印
鑑

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
国
土
調
査

（
地
籍
調
壺
）
は
大
字
南
須
釜

字
、
狸
穴
、
舘
、
滝
作
、
早
坂
、

小
半
弓
、
千
五
沢
、
青
井
沢
の
一

部
、
大
字
山
小
屋
字
、
曲
久
保
、

二
本
門
、
川
平
、
大
字
山
新
田

字
、
河
平
の
十
一
字
、
三
・
八
平

方
キ
ロ
ミ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
実
施

致
し
ま
す
の
で
、
該
当
土
地
所
有

者
或
は
管
理
者
の
方
々
の
御
協
力

を
御
願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
な
点
に
つ
い
て
は
お
っ
て

御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
国
土

調
査
（
地
籍
調
査
）
実

施
地
区
に
つ
い
て

閲
覧
場
所

閲
覧
時
間

閲
覧
期
間
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第

一

目

的

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転

者
、
運
転
者
の
雇
主
そ
の
他
陸
上

交
通
に
関
係
あ
る
す
べ
て
の
者
に

交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
を
図

り
、
．
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践

を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る。
第

二

期

間

日

準

備

期

間

三

月

十

五

日

（
金
）
か
ら
四
月
＿
―
-
日
（
水
）

ま
で
二
十
日
間

⇔

実

施

期

間

四

月

四

日

（
木
）
か
ら
四
月
十
五
日

（
月
）
ま
で
十
二
日
問

春の全国交通運動
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

第
三
ス
ロ
ー
ガ
ン

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う

第

四

運

動

の

重

点

一
歩
行
者
事
故
、
特
に
こ
ど
も

（
幼
児
及
び
小
学
校
児
童
）
の

事
故
防
止

二
自
転
車
事
故
防
止

第

五

推

進

事

項

ア
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ソ
の
整

備
充
実
小
学
校
、
幼
稚
園
及
び
保

育
所
周
辺
地
域
の
交
通
事
情

及
び
交
通
事
故
発
生
状
況
等

の
実
情
を
ほ
握
検
討
し
、
ス

ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
設
定
地

城
、
範
囲
及
び
諸
対
策
を
総

検
の
う
え
、
必
要
な
整
備
充

実
を
図
り
、
ス
ク
ー
ル
・
ゾ

ー
ン
の
実
効
あ
る
定
着
化
を

推
進
す
る
こ
と
。

イ
自
転
車
利
用
の
安
全
対
策

の
推
進
自
転
車
の
安
全
な
通
行
を

確
保
す
る
た
め
、
通
勤
、
通

学
、
買
物
等
の
自
転
車
交
通

の
需
要
の
多
い
地
域
に
つ
い

て
、
道
路
交
通
環
境
の
整
備

を
促
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
に

つ
い
て
の
交
通
安
全
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
。

ウ
こ
ど
も
と
母
親
に
対
す
る

交
通
安
全
教
育
の
充
実

こ
ど
も
と
保
護
者
に
対
し

て
は
、
保
護
者
特
に
母
親
ぐ

る
み
の
指
導
を
重
点
と
し
て

行
な
い
、
家
庭
に
お
け
る
交

通
安
全
教
育
の
充
実
を
は
か

る
こ
と
。
ま
た
「
幼
児
交
通

安
全
ク
ラ
プ
」
の
結
成
促
進

と
育
成
強
化
に
努
め
、
ク
ラ

プ
活
動
の
定
着
を
図
る
こ

と。
T

工
運
転
者
等
に
対
す
る
安
全

運
転
の
励
行
指
導

運
転
者
及
び
そ
の
雇
主
等

に
対
し
て
、
歩
行
者
、
特
に

こ
ど
も
及
び
自
転
車
利
用
者

に
対
す
る
保
護
意
識
を
高

め
、
安
全
運
転
励
行
の
徹
底

を
図
る
こ
と
。

昭和4.8年度成人病検診結果

い 検診人員 異状なし 要注意 要梢検

血圧測定 205人
127人

255:39人% 1 22. 25形人 100% 61.9彩

心 電 図 205人
181人 19人 '5人

100% 88.3% 94 .3% 2.4% 

胃レソトゲソ 205人 ,128人l 6人 31人
100% 62.4% 22.5% 15.1% 

以
上
の
よ
う
な
推
進
事
項
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は

新
入
学
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ど
も
に
対
し
家
庭
に
お
け
る
安

全
教
育
を
特
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
花
見
時
に
も
な
る
の
で

病
気
は
早
に
う
ち
に
発
見
し
、

早
く
治
療
す
る
の
が
理
想
で
、
最

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
早
期
発
見

に
よ
っ
て
治
り
方
も
効
果
的
で
あ

り
、
医
療
費
も
少
な
く
て
す
み
ま

す
。
ま
ず
、
常
日
項
、
自
分
の
身

体
の
観
察
を
す
る
。
そ
し
て
「
食

欲
が
な
い
」
「
だ
る
い
」
「
頭
が

き
を
つ
け
よ
う

ま
い
に
ち
と
お
る

み
ち
だ
け
ど 止

り
ま
す

待
ち
ま
す

‘
車
の
き
れ
る
ま
で

． 
早
期
治
療

写
真
は
泉
保
育
所
園
児
の
交
通

安
全
指
導
風
影

A
飲
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
な
ど
の
無
謀
運
転
防
止
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。

重
い
」
な
ど
不
調
を
感
じ
た
ら
、

今
す
ぐ
病
院
へ
か
け
つ
け
る
こ
と

が
肝
心
で
す
0

「
忙
し
い
か
ら
」

な
ど
と
云
っ
．
て
い
る
間
に
病
気
は

悪
化
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
恐

し
い
こ
と
に
、
ガ
ン
の
初
期
は
あ

ま
り
自
覚
症
状
が
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
．
し
か
し
早
く
み
つ
け

て
早
く
手
当
を
す
れ
ば
治
る
と
も

云
わ
を
て
い
ま
す
。
村
で
実
施
す

る
健
康
診
断
は
面
倒
が
ら
ず
受

け
、
家
族
揃
っ
て
安
心
し
な
が
ら

健
康
で
明
る
い
毎
日
を
送
り
ま
し

よ
う
。参考
ま
で
に
四
十
八
年
十
月
―
―
―

十
日
、
四
十
九
年
一
月
二
十
八
日

実
施
い
た
し
ま
し
た
成
人
病
検
診

の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

簡
易
保
険
で

現
在
の
社
会
生
活
は
、
各
種
事

故
災
害
に
遭
遇
す
る
度
合
い
が
多

く
、
ま
た
幸
い
に
長
寿
を
ま
っ
と

う
し
て
も
老
後
の
生
活
に
対
す
る

不
安
も
大
ぎ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
を
解
消
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
暮
ら
し
を

す
る
た
め
、
青
壮
年
の
う
ち
か
ら

計
画
的
な
生
活
設
計
を
た
て
て
お

く

こ

と

が

必

要

で

す

。

．

簡
劫
保
険
で
は
、
み
な
さ
ま
方

に
保
障
の
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種
保
険

を
発
売
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
一
月
よ
り
人
生
の
生
活
設
計
、

つ
ま
り
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
に

ぜ
し
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
「
疾
病

傷
害
特
約
付
簡
易
保
険
」
を
発
売

い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
す

る
と
共
に
お
加
入
を
お
契
め
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
保
険
の
し
く
み
に

つ
い
て
は
郵
便
局
ま
た
は
郵
便
局

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
障
の
あ
る

暮
ら
し
つ
く
り
を
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こ
の
一
本
が

大
山
火
事
の
も
と

な
げ
す
て

こ
の
運
動
は
、
春
は
火
災
が
多

発
し
や
す
く
、
ま
た
季
節
風
等
に

よ
り
大
火
に
な
り
す
す
い
の
で
、

住
民
の
火
災
予
防
思
想
の
高
揚
を

は
か
り
、
火
災
を
防
止
し
火
災
に

よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
に
左
記
に
よ
り
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。村民
の
み
な
さ
ん
、
火
の
元
に

は
十
分
注
意
さ
れ
、
村
内
か
ら
は

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
う
0•• 

:
 
.

'

 

一
、
実
施
期
問

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三

日
ま
で

ニ
、
重
点
実
施
事
項

日
寝
た
き
り
老
人
の
安
全
確

保
⇔
わ
が
家
の
避
難
点
検

曰
百
貨
店
・
病
院
・
旅
館
・

ホ
テ
ル
・
店
舗
等
及
び
複
合

用
途
防
火
対
象
物
に
お
け
る

安
全
避
難
体
制
の
確
保

四
自
動
車
火
災
の
予
防

箇
林
野
火
災
の
予
防

と
く
に
春
先
は
林
野
火
災

が
多
発
し
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
重
点
実
施
事
項

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
の

火
遊
び
に
も
注
意
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

玉

川

村

玉

川

村

消

防

団

玉
川
村
婦
人
消
防
隊

昭
和
四
十
九
年
度
の
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
失
業
保
険
）
の
年

度
更
新
も
、
真
近
か
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
例
年
の
よ
う
に

年
度
更
新
手
続
き
の
説
明
会

保
険
料
申
告
書
の
出
張
受
付

（
市
町
村
別
等
）

は
、
行
な
い
ま
せ
ん
の
で
、
局
、

県
か
ら
四
月
初
め
に
送
付
き
れ

る
、
年
度
更
新
用
紙
と
記
入
要
領

に
よ
り
五
月
十
五
日
ま
で
に

自
主
申
告
、
自
主
納
付

を
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。昭
和
四
十
九
年
三
月

事
業
主
各
位
殿
福
島
労
働
基
準
局

福
島
県
商
工
労
働
部

労
働
保
険
年
度
更

新
の
お
知
ら
せ

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て
よ
い
防
火

村内小・中学生の血液型判定を実施

~IA型 IB型 \o型 IAB型 計 :亭一¥A型IB型lo型jAB型 計
1 年 11 • 13 

16 t 
1 41 1 年 15 6 11 4 36 

玉 2 年 11 13 12 6 42 須 2 年 14 10 10 1 35 

3の 1 16 3 7 3 29 3の1 10 6 12 28 
}II 

12 4 ， 4 29 11 3 10 2 26 // 2 釜 ~2 
第 4の1 8 6 10 4 28 4の1 15 1 8 5 29 

一
~2 8 7 13 28 小 1- 2 13 ， 5 2、 29 
5の1 13 4 8 1 26 5の1 14 3 6 23 

小
10 3 11 1 25 8 4 7 2 21 // 2 学 // 2 

邑子
6の1 16 6 5 5 32 6の 1 1， 3 ・. 5 ， 2 29 

校 /,/ 2 IO 13 6 1 30 校 ク・2 5 10 2 26 

計 I us I 121 97 l 26 310 , I 計 I rn2 I s2 I ss I 20 282 ~」

}II 
1 年 3 3 5 3 14 1 年 1 2 3 

2 年 7 3 3 1 14 四 2 年 2 3 5 

辺 3 年 6 2 6 4 18 3 4 2 4 2 12 
辻

小 4 5 2 5 3 15 4 年 3 1 1 5 

学 6 5 年 I 7 2 2 1 12 分 5 年 2 2 4 1 ， 
6 4 3 1 14 6 年 3 1 3 1 8 

校 校
． 

3:: 4 I 16 I 241 I 1s I 6 f l7 I 13 87 計 4 42 

泉 1年AlI 
1: I 161 

2 44 

11 

1年 lI 111 7 7 ; 1 4 29 中 1年B 16 4 41 3 35 1年2 16 

校学 計-I 291 18 I 321 6 85 計 I 21 I 141 16 I 7 64 

小
学
生
に
な
っ
た
ら
自
分
の
血

液
型
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
、
わ
が
村
の
国
民
健
康
保
険

事
業
の
一
っ
と
し
て
、
四
十
七
年

度
に
は
泉
・
須
釜
両
中
学
生
全
員

の
判
定
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
四
十
九
年
ー
一
月
二
十
五
日

か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
村
内
小
学

生
全
員
と
中
学
一
年
生
合
せ
て
八

七

0
名
に
つ
い
て
行
な
い
ま
し
形
と
な
り
、
お
お
む
ね
、
四
・
―
―
―

た

。

・

ニ

・

一

の

割

合

と

な

っ

て

お

り

そ
の
結
果
は
、
学
校
別
に
は
次
ま
し
た
。

の
と
お
り
で
す
が
、
全
体
で
み
ま
な
お
、
小
学
校
低
学
年
の
お
子

す
と
、

A
型
が
三
四
二
名
、

O
型
さ
ん
を
お
持
ち
の
父
兄
の
方
に

が
二
七
四
名
、

B
型
が
一
七
八
．
は
、
子
供
さ
ん
に
代
っ
て
知
っ
て

名、

A
B
型
が
七
六
名
で
、
そ
の
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

比
率
は
、

A
型
三
九
形
、

O
型
一
―
―
す
。

二
％
、

B
型
二

0
%、
A
B型
九
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お年玉 当せ ん番

等 組

1等戸
カセットテ プレコーダー

各組共i

A 組

2等l電 気 毛 布 各組~且賃
組,c下5ケタJ
80717 
（下4ケタ）
0411 

A 

3等 トレーニングセット
こ
奉

仕

銀

行

で

は

、

よ

う

な
口
座
を
設
け
あ
な
た
の
善
意
、

お
待
ち
し
て
い

お
り

年
貨
は
が
き
の
お
年
玉
賞
品
は

一
月
二
十
日
か
ら
引
涎
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

当
せ
ん
し
て

の
済
ん
で
い
{
、。し

ク

0

お
年
玉
賞
品
の
引
換
え
は
お

松
の
が

早
め
に

の
片
す
み
に
「
な

に
か
人
の
た
め
、
世
の
た
め
に
役

立
つ
こ
と
が
し
た
い
」
•
…
•
•
そ
ん

な
湿
い
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
善
意
が

適
当
な
使
い
途
や
、
利
用
の
機
会

が
な
い
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
心
の

片
す
み
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と

ど
ん
な
さ
さ
や
か
な
善
意

で
も
、
そ
れ
を
持
っ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
お
り
ま

す
ク ぷ

雪
は
音
も
な
く

海
に
吸
い
こ
ま
れ
て
い
く

泉
中
ニ
・
佐

藤

庄

北

海

一

年

湯

沢

、正

ロ

ク

一

年

作

者

不

明

春
近
い
木
の
芽
ふ
き
出
す
い
い
に

お
い

ク

一

年

鎌

孝

雄

北
風
に
向
か
っ
て
進
む
す
ず
め
か

な

〇
転
入
、
転
出
の
届
け
は
郵
便

局
に
も
お
出
し
下
さ
い
。
'

つ

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

、。カ
あ
な
た
の
尊
い
善
意
を
預
託
し

て
い
た
だ
き
も
っ
と
も
効
果
的
に

役
立
て
る
（
払
い
出
し
）
…
…
い

っ
ぎ
を
す
る
と

磁＇

◇
技
能
預
託
口
座

1-＿＿＿＿
--1-＿＿＿＿-＝
_n-u-＿
_
＿

-n-＿＿
1-n-＿＿
-1-＿＿＿＿_＿
1
-＿＿＿＿―
-1-II-a-＿
1
-＿＿_＿_＿
1
-＿＿＿＿_＿
1
 

郵

便

局

だ

よ

り

一番――-+

(
0
二
四
五
ご
一

三
I
―
二
五
一

宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
四
月
は
進
学
、
就
職
、

任
等
で
異
動
さ
れ
る
方
が
多
い
時

期
で
す
。

転
入
、
転
出
の
届
出
は
郵
便
局

に
も
忘
れ
ず
お
出
し
下
さ
い
。

い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

の
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
ま
た
は

◇
特
別
預
託
口
座

血
液
・

・
集
会
所
の
提

あ
な
た
の
善
意
を

奉
仕
銀
行
へ
◇
金
品
預
託
口
座

・
種
苗

◇
労
力
預
託
口
座

洗
濯
•
清
掃

昨
年
十
月
一
日
号
よ
り
六

亘
り
児
童
、
生
徒
作
品
め
ぐ
り
を

掲
載
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
三
月

号
掲
載
の
泉
中
学
校
で
村
内
小
中

校
全
校
の
作
品
が
掲
載
に
な
り
ま

し
た
の
で
本
月
号
を
も
っ
て
終
り

と
い
た
し
ま
す
。

原
稿
の
ご
協

た
各
小
中
学
校

上
げ
ま
す
。

X 

X 

X 

そ
れ
は
寒
い
朝
で
あ
る

な
あ
…
•
•
;
:
·
:
」

ぼ

く

は

、

よ

う

な

ほ
し
い

ほ
し

腹
を
わ
っ
て
ほ
し
い

し‘ ~ 

一

年

矢

吹

政

ら
白
へ
か
わ
り
つ

そ
ん
な
時

っ
て
く
る
孤
独

泉

中

一

年

石

井

久

青
竹
を
す
ぎ
る
北
風
つ
め
た
け
り

ク

一

年

矢

部

玄

洋

梅
の
花
散
っ
て
流
れ
る
小
川
か
な

ク

一

年

大

竹

進

早
ば
や
と
春
の
日
ざ
し
の
あ
た
た

し
か
し
君
は
挑
み
続
け
る

竜
と
な
り

水
牛
と
な
り
な
が
ら

耳
も
と
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な

さ
さ
や
き
も

心
に
饗
＜

ざ
わ
め
き
も

何
も
な
い

い
く
だ
け

春
を
待
っ

学
校
へ
行
く
道

ぽ
く
の
横
に
は
だ
れ
も
い
な
い

f瑾

泉
中
一
年

溝

井

丈

樹

ふ
さ
わ
し
い

黒
々
と
し
た
、
あ
の
色
を

そ
の
海
の
中
を

顔
に
荒
れ
狂
う
君

孤

独

児

い
上
が
り

水
牛
と
な
り

海
に
突
き
刺
さ
る

君
は
巨
岩
に
挑
む

幾
度
も
竜
と
な
り

水
牛
と
な
り
な
が
ら

君
は
砕
け
散
る

白
波
が
激
し
く
舞
い
上
が
る

泉

中

学

校

•
生
徒
作
品
（
そ
の
六
）

ロ
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村
の
自
然

原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世

近
代
・
現
代
・
人
物

宗

教

・

・

民

俗

文

化

と

内
容
は

私
た
ち
の
村
玉
川
の
歴
史
を
私

た
ち
の
手
で
作
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
は
先
づ
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
資

料
を
た
く
さ
ん
お
よ
せ
下
さ
い
。

編
さ
ん
の
為
に
執
筆
指
導
に
あ

た
ら
る
先
生
方
は
、
何
れ
も
県

史
、
市
史
、
町
村
史
の
執
筆
編
さ

ん
に
数
多
く
の
経
験
と
功
績
を
お

持
ち
の
先
生
方
で
次
の
方
々
で

す。
田
中
正
能
先
生
（
郡
山
市
）

鈴
本
安
信
先
生
（
須
賀
川
市
）

松
本
秀
信
先
生
（
石
川
町
）

広
い
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

資
料
と
し
て
、
特
に
次
の
よ
う

な
も
の
を
お
よ
せ
下
さ
る
よ
う
お

い
い
た
し
ま
す
。

の
類
、

図
等
）埋
蔵
文
化
財
（
土
中
か
ら
で

た
か
め
や
石
器
、
土
器
、
土
偶

や
瓦
等
或
い
は
古
墳
な
ど
）

古
碑
や
石
像
な
ど
（
山
の
中

や
藪
の
中
、
或
い
は
畑
の
す
み

な
ど
に
あ
る
古
い
碑
な
ど
も
も

れ
な
く
）

古
美
術
品
（
古
い
鏡
や
仏
像

そ
の
他
工
芸
品
等
）

昔
使
っ
て
い
た
家
具
な
ど

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
物

語
り
。
そ
の
他
。

―
1
1
1
1
1
-
1
1
1
1
1
1
1
-
1
1
1
1
1
1
1
-
•
l
l
l
l
l
l
-
l
l
l
l
l

『
-
l
:

＿
＿i
-
m
-
n
`

-‘― 

一

叩

鉢

の

金

魚

溝

井

一

郎

ー

＂

限

ら

れ

た

鉢

に

泳

げ

る

金

魚

ゐ

て

卵

を

生

め

り

．

＿
 

一

111

生

き

も

の

の

業

｀

一
已
が
族
ふ
や
さ
ん
と
し
て
あ
わ
れ
な
り
小
さ
き

一

血
鉢
に
卵
を
生
め
り

ー
吾
が
族
が
育
つ
と
し
ら
ず
生
む
卵
乾
き
し
土
に

ー

一
捨
て
ら
れ
に
け
り

一

血
朝
あ
け
に
近
き
海
の
面
帰
り
来
る
い
か
釣
舟
か

一
灯
を
消
し
て
く
る

一

血

一

様

に

な

ら

び

て

帰

る

い

か

釣

舟

に

ど

よ

め

き

血

11

や
ま
ぬ
浜
の
人
逹

r――
_i-:i: 
11111-1111111 1
 1111111 
1--m-＿_
-
m
 

玉
川
村
史

編
さ
ん
に
資
料
を

原
始
、
古
代
、
中
世
に
つ
い
て

松
本
秀
信
二
瓶
保
房

佐

藤

忠

一

縫

詔

真

大
木
吉
丸

近
世
、
、
近
代
に
つ
い
て
は

鈴
木
安
信
車
田
藤
雄

岩
谷
浩
光
吉
村
嘉
一

現
代
の
部
に
つ
い
て
は

石
井
清
助
大
野
金
次
郎

小
針
安
勝
小
林
彦
右
二
門

民
俗
文
化
の
部
は

鹿
野
正
雄
南
条
知
一

関
根
忠
幸

宗
教
教
育
の
部
は

本

田

吉

之

助

縫

節

真

西

川

亮

倦

広

川

喜

友

人
物
に
つ
い
て
は

村
の
自
然
に
つ
い
て
は

関
根
貞
―
―
―
車
田
安
雄

婦
人
会
に

江
戸
棲
贈
る

係

草

野

豊 佐
久
間
安
徳

の
各
氏
で
、
そ
の
ほ
か
各
部
落

に
数
名
、
つ
つ
資
料
調
査
員
が
お

り
ま
す
。
‘

資
料
の
提
供
連
絡
は
前
記
の
方

々
か
教
育
委
員
会
事
務
局
内
の
村

史
編
さ
ん
の
係
ま
で
お
よ
せ
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
村
出
身
の
県
議
会
議
員
大
野

雅
人
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
須
釜
婦

人
会
に
立
派
な
江
戸
悽
一
揃
を
贈

り
ま
し
た
。

婦
人
会
で
は
早
速
希
望
者
に
借

出
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会

に
新
生
活
運
動
の
一
っ
と
し
て
花

嫁
衣
裳
な
ど
も
揃
え
て
借
出
し
し

よ
う
と
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

南岩 小川
部

須法ク

釜寺 高辺
落

死
亡
者
氏
名

矢

部

キ

ク

高

橋

ミ

ヨ

添

田

已

倉

鎌

セ

吉

村

イ

ノ ン’ r, 

年
令
(77) 

(58) 

(

6

8

)

 

(64) 

(90) 

世

帯

主

名

続

柄

忠

義

母

喜

代

治

妻

主

義

治

の

父

源

―

―

―

母

幸

雄

祖

母

（
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

‘
 

一
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

部

落

蒜

生，中

竜

崎ク

南

須

釜

北

須

釜
ク

和英和裕義

子

榊西小小佐高真

出

枝舘原林藤林弓生

児

喜氏

名

幸江子吏

義コハフ庄マ喜世

サ帯
主

ミ平子春名

// 

卜

// 

ツ

I'/ -"/ 続

柄
孫クク

執
筆
調
査
に
あ
た
る

方
は

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

(
1
1

月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）
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哀
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11

立

春

さ

む

し

ろ

お

血

雪

避

け

の

筵

か

け

了

へ

星

を

見

る

み
ち

一

初

午

や

裏

の

小

径

の

許

か

わ

き

血

〗
奉
立
つ
や
疲
札
し
腕
を
も
み
て
を
り

血

争

い

し

子

ら

が

寒

餅

な

ご

み

焼

く

＂

梅

咲

く

や

朝

よ

く

晴

る

る

吾

妻

山

m

叩

吾

妻

山

さ

だ

か

に

雲

の

茜

し

て

[

う

そ

の

来

て

枝

め

ぐ

り

を

り

給

餌

台

一

寒

椿

咲

く

と

も

し

さ

に

影

添

へ

る

一

た

そ

が

れ

て

家

鳩

戻

り

梅

一

枝

皿

Ill

ぴ

わ

．

〗
批
杷
咲
き
て
み
ち
の

i

く
は
や
雪
敷
け
り
一

ざ
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吉
の
佐
藤
計
策

(72)
さ
ん

（
吉
老
人
ク
ラ
プ
会
長
）
は
、
陛

下
の
金
婚
祝
を
記
念
し
て
、
吉
公

民
館
と
鹿
島
神
社
へ
そ
れ
ぞ
れ
ニ

万
円
ず
つ
を
設
備
資
金
と
し
て
贈

世

帯

主

名

続

柄

由

之

助

孫

公
民
館
に
寄
附
（
吉
）

訂
正
お
詫
ひ

一
月
分
の
出
生
届
で
次
の
出
生

児
の
名
前
を
誤
っ
て
掲
載
し
ま
し

た
の
で
お
詑
び
申
し
上
げ
ま
す
。

部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

鈴

木

厚

志

り
。
部
落
民
か
ら
惑
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。




